
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： 状態推定理論の産業応用 

□ 状態推定理論の産業応用に関する研究 

サーボ制御，メカトロニクスなどのシステムはアクチュエータと 

センサで構成されます．しかし，コスト削減のためにセンサを取り 

たい，そもそもセンサが取り付けられない，といった製品がありま 

す．状態推定技術（オブザーバ）を使うとセンサを使わずに情報 

を得られます．これを産業機器に応用する研究を進めています． 

例えば，摺動型 XY ステージは摩擦係数が位置によって変化す 

るために高精度な位置決めが困難です．摩擦係数を状態推定 

器によって推定し，フィードバックすることで，安価な摺動型でも 

高精度な位置決めを実現できます． 

 

 

 

 

□ 組み込みソフトウエア開発手法の研究 

 メカトロニクス，ロボット，IoT などは組み込みソフトウエアなくして成り立ちません．しかし，この開発にはハードウエア開発や

生産プロセスとの連携など様々な課題があり，開発効率の向上は容易ではありません．これらを支援するための支援シス

テムや開発手法を研究しています． 
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技術相談 

提供可能技術： 

 メカトロニクスの高性能化 

 状態推定技術の産業応用 

 ソフトウエア開発効率の向上 

 

状態推定器を併用したサーボ制御 

位置決め精度の実験結果 
摺動型 XY ステージ 


